
環境研究総合推進費 戦略的研究開発領域（II）

SII-4 ライフサイクル全体での化学物質管理に
資するPRTRデータの活用方策に関する研究

（JPMEERF19S20400）

代表機関・代表者 （国研）国立環境研究所・小口正弘

研究期間 令和元年度〜３年度

テーマ２代表機関・リーダー 横浜国立大学・亀屋隆志

事後評価ヒアリング資料



2

１．はじめに（研究背景等）

 化学物質管理のための環境情報インフラとしてのPRTR制度

 化学物質排出把握管理促進法（化管法）は法制化から20年目を迎え、化学物質
排出・移動量届出制度（PRTR制度）により排出・移動量データの蓄積が進むととも
に、事業者による自主的な排出管理の促進が図られてきた。

 PRTR制度では人および環境への悪影響の懸念から包括的に選定された462物質
の排出･移動量を把握。PRTRデータは全て公開され、化学物質管理政策の検討
にあたっての基礎データとして用いられる。

 平成30年度から化管法、PRTR制度の見直しが行われている。
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１．はじめに（研究背景等）

 PRTRデータがライフサイクルにおける対象物質のフローや排出をどの程度捕捉しているか明
らかでない。一部データの正確性に課題がある。

 ライフサイクル管理のための基礎データとして直ちに活用できる状態になっていない。

 排出削減の結果が事業所周辺や地域環境の改善にどの程度結びついているかが明らかで
はなく、その評価のための手段も整備が十分でない。

 事業者の自主管理のモチベーション向上や地方行政による地域環境の監視・改善に十
分繋がっていない。

• 法制化から20年で制度は浸透。
多くの時系列データが蓄積。

• 届出排出量は減少、制度は排出
削減に貢献。

• PRTRデータは、そのポテンシャル
に比して十分に活用されていない。

• 制度として、PRTRデータをより実
践的に活用する次の展開へ。

PRTR制度・データ活用に向けた課題



国・地域・事業所のそれぞれのレベルでの化学物質管理においてPRTRデータをより
実践的に活用するための科学的基盤を提供する。

 化学物質の物質フローと排出インベントリの把握のためのPRTRデータの活用方
法と高度化（主にテーマ１）

 排出削減による地域環境の改善効果を評価するための簡易な手法やデータベー
スの開発（主にテーマ２）
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２．研究開発目的

プロジェクト全体

 化学物質の物質フローおよび排出インベントリとしてのPRTRデータの評価と課題整理

 廃棄物の処理・再生利用に係る化学物質フローの構築

 下水処理に係る環境排出量の推計手法の改善、精緻化

テーマ１ 「PRTRデータを活用した化学物質の排出管理手法の構築」

 高度な解析技能を有しない事業者でも利用可能な事業者の排出管理支援ツールの開発

 地方環境行政の指導・監視や地域環境の改善状況把握を支援する効果的な環境把握手
法とデータベースの開発

テーマ２ 「PRTR制度における排出源管理及び環境改善把握の支援ツールの開発」
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各テーマの成果を、国・地域・事業者の各主体がPRTRデータをより実践
的に活用するための科学的基盤として取りまとめて提供する。

プロジェクト全体目標

 数十から200程度の物質についてPRTR
データの正確性と捕捉範囲を評価

 廃棄物の処理・再生利用における化学
物質フローの推計

 下水処理施設に係る化学物質の流入・
排出実態の解明と排出量推計の高度化

 使用者の解析技能レベルに応じた簡易
濃度推計ツールの開発

 事業者の自主管理の目標設定と対策
効果推計の手法開発とマニュアル作成

 排出抑制による地域環境の状況改善を
行政が包括的に把握するツール、デー
タベースの開発

環境排出を含む化学物質フローの継続的
な把握におけるPRTRデータの活用方法、
データの正確性向上の課題と方策を提案

テーマ１ 目標

PRTRデータを活用した事業者の自主管理
や行政の環境状況把握を支援するツール

を提供

質の高い環境情報が常に政策や戦略立案のベースとして活用される社会を目指し、
より実践的に活用できるPRTR制度への発展、進化に貢献！

テーマ２ 目標

３．研究目標



• 対象物質

• 届出要件

• 排出量等の把握・推計手法の改善

• PRTRデータの多面的利用の促進

 国・国民レベル、地域レベル、事業者レベル

• 事業者による自主管理の推進

• 自主管理のフォローアップ

• リスクコミュニケーションの推進、人材育成

• 移動量（廃棄物）の管理、リスク評価での廃棄段階の考慮

• 災害・事故に対するPRTR 情報の活用・共有
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行政課題（対象物質、特別要件施設は今回見直し）

テーマ1
PRTRデータ評価、推計精緻化

テーマ2
支援ツール・モニタリング手法
開発、データ蓄積とDB構築

行政課題 テーマ1
フロー推計
手法構築

推進費S-17

産構審・中環審：今後の化学物質環境対策の在り方について（中間答申）（H19.8）、産構審・中環審：化管法見直し合同会合取りまとめ（R1.5）より整理

４．研究開発内容 （研究内容の位置付け）

 研究的な取組が必要な課題に対応した研究を各テーマで実施し、
今後の化管法の効果的な活用と見直しに向けた課題全体をカバー。

化管法見直しにおいて挙げられている課題（H19答申、R1取りまとめ）
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４．研究開発内容

テーマ1 PRTRデータを活用した
化学物質の排出管理手法の構築

TL： 小口正弘（国立環境研究所）

テーマ2 PRTR制度における排出源管理及び
環境改善把握の支援ツールの開発

TL： 亀屋隆志（横浜国立大学）

サブテーマ 2-1 （横浜国大）

簡易排出管理手法の基本設計および
分析データバンク作成の要素技術開発

サブテーマ 2-2
（桜美林大・川崎市）

事業者の自主
管理を支援する
ための実践的
ツールの開発

サブテーマ 2-3
（東京都環科研）

行政の環境改善把
握を支援するため
のデータベースの

開発

サブテーマ 1-1 （国環研）

PRTRデータを活用した
物質フロー・排出インベントリの

把握手法の開発

サブテーマ 1-2 （土木研・岐阜大）

排出量への寄与が大きい業種
における排出量推定手法の

高度化

PRTRデータの正確性、
捕捉範囲評価

廃棄物処理・再生利用
の物質フロー推計手法

下水道業への流入量・排出係数の改善、
排出量の推計誤差低減

簡易なリスク推計・排出管理手法の基本設計、
環境改善状況の一斉分析手法の適用範囲拡大

周辺環境濃度・対策効果の簡易
推計ツール開発・マニュアル化

効率的調査手法、地域環境改善
のデータ蓄積と検証、DB開発

国レベルでの化学物質管理の基盤情報とし
てのPRTRデータの評価、精緻化・高度化

事業者・地域レベルでの排出管理の促進に向けた
PRTRデータ活用のためのツール提供

リスク評価等
の入力値

（PRTRデータ）

の正確性の
理解と向上の
ために参照で
きる情報基盤

の提供

PRTRデータ

の評価のた
めのモニタリ
ングデータ、
モデル計算

結果の蓄積と
共有

一斉分析法
の活用

• 定期的なテーマリーダー会合、テーマ内会合、サブテーマ打合せを行いながら研究を実施
• 毎年度、学会年会でシンポジウムを企画、課題全体の進捗共有と議論の場として活用
• 環境省とは随時情報共有を行い、進捗・成果を随時提供
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テーマ1 PRTRデータを活用した化学物質の排出管理手法の構築

研究目標

数十から200程度の物質についてPRTRデータの正確性と捕捉範囲の評価、廃棄物の処理・再

生利用における化学物質フローや下水処理施設における化学物質の流入・排出実態の推計、
解明を行い、環境排出を含む化学物質フローの継続的な把握におけるPRTRデータの活用方法

を提示するとともに、PRTRデータの正確性向上に向けた課題と方策を提案する。

PRTR届出排出移動量の6割を
占める移動量（廃棄）につい
て、その先の物質フローと環
境排出を把握する必要性

PRTRデータが実際の環境
排出量全体を表していな
い可能性（捕捉範囲、過
大／過小評価の問題等）

PRTRデータの正確性と物質
フロー・排出インベントリにおける

捕捉範囲の評価（サブ1-1）

廃棄物の処理・再生利用に
伴う化学物質のフロー推計

手法の構築（サブ1-1）

排出量への寄与が大きいと考えられる下水道
業に係る排出量推計手法の高度化（サブ1-2）

化学物質フロー・排出の模式図

大きな排出源の可能性
がある下水道業につい
て排出量推計方法の見
直しの余地あり

青矢印： PRTR制度上の範囲、点線矢印： 不純物由来のフロー・排出
PRTRデータの正確性・捕捉
範囲向上、環境排出・物質
フロー把握におけるPRTR
データ活用の方法提示

（サブ 1-1： 総括）
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５－１ 成果の概要
【サブ1-1】 PRTRデータを活用した物質フロー・排出インベントリの把握手法の開発

研究目標 ①

PRTRデータの届出事業所情報や算出方法等の実態把握、産業連関分析や環境挙動モデル推
計を用いたケーススタディを行い、数十から200程度の物質についてPRTRデータの捕捉範囲と

正確性を業種、排出源、物質群ごとに評価、整理する。

(1) 届出データの正確性

主な研究成果

 PRTRデータの正確性と捕捉範囲向上、データの質を理解したデータ活用のための知見を提示。

• 算出方法ごとの適用性を整理。

• アンケート調査で届出データの算出方
法の実態を把握。

• 上記を照らし合わせて主要10業種、
225物質のデータを物質ごとに評価。

適切ではない算出方法が用いられて
いるデータの割合を整理。

PRTR届出データの算出方法実態

(2) すそ切り以下排出量の正確性

• 届出データとの整合性から評価。

• 105物質の評価を行い、大きく過小評
価となっている物質を整理。

• アンケートによる資材の化学物質含有
率に基づく推計に課題。

届出データとすそ切り以下推計の整合性

(3) PRTRデータの捕捉範囲

• モニタリングデータによる環境中検出
状況との整合性から300物質を評価。

• 少なくとも数〜20物質は傾向が不整
合。捕捉が不十分の可能性。

• 整合する物質の量的な整合性をモデ
ル予測濃度と実測濃度の比較で評価。
一部物質はPRTRデータ（特に届出外）
の捕捉が不十分の可能性。

モデル予測濃度と実測濃度の整合性
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研究目標 ②

PRTR届出移動量データと廃棄物統計・行政情報の接続による廃棄物の処理・再生利用におけ
る化学物質フローの推計を行うとともに、その手法を提示する。

５－１ 成果の概要
【サブ1-1】 PRTRデータを活用した物質フロー・排出インベントリの把握手法の開発

主な研究成果

 廃棄物処理・再生利用における化学物質フローと環境排出把握へのPRTRデータの活用方法を提示。

(1) 届出移動量の実態把握

• 対象化学物質を含む廃棄物等の移動
実態をアンケート調査で把握。

• 有価物や自己処理への移動は少なく、
PRTR届出移動量が廃棄物処理への
主要なフローであることを提示。

• 届出において移動量の内訳詳細（処
理方法、廃棄物種類ごと）を把握する
ことは可能であることを示した。

対象物質の有価物、自己処理への移動有無

(2) 届出移動量と廃棄物行政
報告データの突合・接続

• 事業所ベースでデータを突合。

• 届出データの7割強で処理方法等の

情報が整合。これらを接続して詳細な
処理パターンごとの移動量を推計。

• 不整合データの存在と要因を指摘。

廃棄物の処理方法・種類情報の突合結果

(3) 廃棄物処理へ移動後の化
学物質フロー推計手法

• 接続したデータに処理パターンごとの
分配率パラメータを設定して、移動後
のフローを推計する手法を構築。

• 2都道府県のデータに適用し、約150
物質の主要な移行先を物質ごと特定。

廃棄物処理を通じた各移行先へのフロー量
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５－１ 成果の概要
【サブ1-2】 排出量への寄与が大きい業種における排出量推定手法の高度化

主な研究成果

 下水処理施設に係る排出量推計の精緻化、追加のための方法とデータを提示。

• 108物質（有機91物質、無機17物質）
の存在有無判定、83物質の定量分
析が可能な一斉分析手法を構築。

• この方法を用いて、のべ25施設の流
入・放流水の実測データを取得。

PRTR対象物質の一斉分析対象数

0 20 40 60 80 100
有機化合物 無機化合物

スクリーニング可能
スクリーニング
および定量可能

（物質数）

(91) (17)

（66） (17)

研究目標

下水処理施設における実測データの蓄積・解析に基づき化学物質の流入と排出、処理施設内
における物質挙動の実態を明らかにし、流入量および移行率の改善、精緻化によって数十物

質について当該施設からの排出量推計を高度化する。

(1) 下水試料のPRTR対象物質
の一斉分析手法の構築

• 現行推計の流入量と移行率データ
の検証・改善、新たなデータ追加。

• これに基づく排出量推計を22物質に
ついて実施（12物質は新たに追加）。

(2) 実測データに基づく排出量
推計の高度化
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全22物質

得られた実測データに基づく排出量の推計結果

• 下水処理にお ける前駆体か らの
PFOS生成挙動を解明。

• 前駆体の流入とプロセス内での循環
を考慮した推計方法と推計値を提示

(3) 前駆体からの生成を考慮
したPFOS排出量の推計

下水試料の活性汚泥処理におけるPFOS生成挙動
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テーマ2 PRTR制度における排出源管理及び環境改善把握の
支援ツールの開発

研究目標

高度な解析技能を有しない事業者でも容易に使用可能なPRTRデータを活用した自主的取組実

践のための事業者支援ツール、その排出抑制によって実環境の状況がどこまで保全や改善さ
れているかを国が地方自治体を通じて包括的に把握するための行政支援ツールを提供する。

周辺環境濃度の把握が複雑であり、
自主的取組の目標を設定し難く、
リスク管理が進まない

科学的に検証された簡易で実践的な
排出管理手法や包括的な一斉分析
手法の要素技術が不足している

地域環境の改善把握を効率的に行
い、地域の実情に応じた監視･指導
の体制構築が必要

簡易排出管理手法の基本設計および
分析データバンク作成の要素技術開発

（サブ 2-1）

事業者の自主管理を支援する
ための実践的ツールの開発

（サブ 2-2）

行政の環境改善把握を支援する
ためのデータベースの開発

（サブ 2-3）

NMHC
クラスター1
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松原橋

国立

高輪

亀戸

福生

多摩

東京都環境科学研究所

事業者・地域レベルでの排出管理の改善
促進に向けたPRTRデータのさらなる活用

（サブ 2-1： 総括）

自主的取組の
事業者支援ツール

環境情報把握の
行政支援ツール
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研究目標 ①

事業者において簡易に作成可能な排出シナリオおよび周辺環境への曝露シナリオの基本設計
を行い、簡易リスク評価シートを開発する。化学物質の特性や排出事業所の周辺環境に応じ、

自主的管理のための目標排出量を設定できるようにする算定手法の基本設計を行う。

５－１ 成果の概要
【サブ2-1】 簡易排出管理手法の基本設計及び分析データバンク作成の要素技術開発

(1)簡易リスク推計における
重要パラメータの抽出

(2) パラメータの尺度化 (3)簡易な環境リスクアセス
メントシートの作成

主な研究成果

 高度な解析技能を有しない事業者でも使用できる簡易なリスクアセスメントシートを開発。

• PCを用いず、パラメータ尺度の選択と

足し算のみで事業所周辺のリスク評
価が行えるアセスメントシートを作成。

尺度化法を用いたアセスメントシート

• 推計濃度に対する感度特性を解析し、
煙突高さ、煙源距離、排出量、風向頻
度、有害性強度の５項目を重要パラ
メータとして抽出。

METI-LIS解析による重要パラメータの抽出

パラメータの
変動幅

算出濃度への
影響倍率

排出量 (min～max)* 117,985
煙突高さ 1.5～30 m 383
煙突孔径 0.25～1.5 m 1.6
排出速度 0.1～30 m/s 6.7
温度差 −5～85 ℃ 2.6
風速 0～12 m 9.6
風向頻度 0.001～0.42 約400
※H28年度。ゼロを除く。

• 推計濃度に対して線形性を有する
よう、尺度化比を約３として各パラ
メータを尺度化し、定量的なランク
を設定。

パラメータの尺度化とランク設定
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研究目標 ②

分析者における容易な手法選択と効率的なモニタリングデータ収集を可能とする一斉分析手法
のあり方と具体的な分析条件を整理して、562物質に及ぶ化管法対象物質に対する適用範囲

を明らかにする。

５－１ 成果の概要
【サブ2-1】 簡易排出管理手法の基本設計及び分析データバンク作成の要素技術開発

主な研究成果

 化管法新旧指定の509物質(群)を収録する網羅性の高い一斉分析DBを提供。

金属、無機、重合物、混合物 □ 継続SVOC-DB ■ 継続TMS-SVOC-DB ◎ 継続VOC-DB
2021指定除外 △ 除外SVOC-DB ▲ 除外TMS-SVOC-DB ▽ 除外VOC-DB
2021指定除外(グループ化等) ○ 新規SVOC-DB ● 新規TMS-SVOC-DB ◇ 新規VOC-DB

ID SVOC TMS VOC S T V S T V S T V S T V S T V S T V S T V S T V S T
1 51 △ ▲ 101 □ 151 ◎ 201 □ 251 □ 301 □ ■ 351 ◎ 401 451 △ ▲
2 52 102 △ 152 202 △ 252 □ 302 □ 352 □ 402 □ 452 □
3 ◎ 53 □ ◎ 103 153 □ 203 □ 253 □ 303 353 □ 403 □ 453
4 54 □ 104 154 □ ■ 204 □ 254 □ 304 354 □ 404 □ ■ 454
5 □ 55 105 155 □ 205 255 305 355 □ 405 455
6 □ ■ 56 106 156 □ ■ 206 □ 256 ▲ 306 □ 356 □ 406 456
7 □ 57 ◎ 107 157 ◎ 207 □ 257 □ ■ 307 357 □ 407 457 □
8 ◎ 58 ◎ 108 ■ 158 208 △ ▲ 258 □ 308 358 408 458 □
9 ◎ 59 109 □ 159 ▽ 209 ◎ 259 309 359 □ 409 459 □

10 60 110 □ 160 □ ■ 210 260 □ 310 360 410 460 □
11 61 111 △ 161 211 261 □ 311 △ 361 □ 411 461 □
12 62 112 △ 162 □ 212 □ 262 ◎ 312 □ 362 412 462 □
13 63 113 □ 163 213 □ ◎ 263 313 363 □ 413 □ 463
14 64 □ 114 □ 164 214 △ ▲ 264 314 □ 364 414 □ 464 △ ▲
15 □ 65 ◎ 115 165 △ 215 △ 265 □ 315 □ 365 △ ▲ 415 465
16 △ 66 ◎ 116 □ ■ 166 △ ▽ 216 □ 266 □ 316 □ 366 416 △ 466
17 △ ▲ ▽ 67 117 □ 167 △ 217 □ 267 317 367 △ ▲ 417 □ 467 △ ▲
18 □ ■ ◎ 68 ◎ 118 □ 168 □ 218 268 318 368 □ ■ 418 △ 468 □
19 □ 69 △ 119 □ 169 219 ◎ 269 △ 319 □ ■ 369 □ 419 □ 469
20 ■ 70 120 △ ▲ 170 □ 220 270 320 □ ■ 370 □ 420 ◎ 470 △
21 □ 71 121 □ ■ 171 □ 221 271 □ 321 371 □ 421 471 △
22 □ 72 122 172 222 △ 272 322 372 □ 422 □ 472 △
23 □ ■ 73 □ ■ 123 173 △ 223 □ 273 □ ■ 323 □ 373 △ ▲ 423 473 △ ▲
24 △ ▲ 74 □ ■ 124 174 □ 224 □ 274 324 374 424 474
25 □ 75 125 □ 175 ■ 225 □ ■ 275 325 375 425 △ 475 △
26 76 △ 126 176 226 276 326 △ 376 □ 426 □ 476
27 77 127 ◎ 177 227 277 ◎ 327 377 427 □ 477
28 78 □ ■ 128 178 ◎ 228 278 328 378 428 □ 478
29 □ 79 □ 129 △ ▲ 179 229 279 329 379 429 479 □
30 80 □ ◎ 130 ▲ 180 △ 230 □ 280 ◎ 330 □ 380 430 △ 480
31 81 □ 131 ◎ 181 □ ◎ 231 △ ▲ 281 ◎ 331 □ 381 ◎ 431 □ 481 △
32 □ 82 132 182 □ 232 ◎ 282 332 382 432 □ 482 □
33 83 □ 133 □ ◎ 183 233 □ 283 333 383 □ 433 483 △

(3) 化管法指定物質の一斉
分析データベース

• 化管法新旧指定822物質(群)のうち
509物質(群)を収録する網羅性の高い
GC-MS AIQS-DB を開発。

化管法指定物質AIQS-DBの網羅的収録結果

(1)VOC用 AIQS-DBの開発

• 化管法指定物質の沸点や蒸気圧等を
調べ、揮発性物質をリストアップ。

• GC-MS分析条件を検討した後、保持時
間DB、質量スペクトルDB、検量線DBを
作成。

VOC用AIQS-DBの収録例

(2)TMS-SVOC用 AIQS-DBの開発

• 化管法指定物質の構造を調べ、活性
水素基を有する物質をリストアップ。

• トリメチルシリル（TMS）誘導体化条件
を検討した後、保持時間DB、質量スペ
クトルDB、検量線DBを作成。

TMS-SVOC用AIQS-DBの収録例

活性水素基 収録数 活性水素基 収録数
-OH 22 -NH2 22
-OH, -NH2 1 -NH 7
-OH, -SH 1 -SH 2
-C6H5OH 32 -COOH 8
-C6H5OH, -NH2 3 -C(=O)-N- 10
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５－１ 成果の概要
【サブ2-2】 事業者の自主管理を支援するための実践的ツールの開発

 解析技能によらない実践的な簡易濃度推計ツールを開発、その利用マニュアルを提供。

研究目標

10物質程度、10地点程度について3年間の実態調査を実施する。一般的なソフトを活用した周

辺環境推計ツールを作成する。事業者による試用結果や、５名以上の専門家による技術レ
ビュー等を受け、事業者支援のための実践的ツールのマニュアルを作成する。

(1) 大気環境実態調査 (2)簡易濃度推計ツールの開発 (3) ツールマニュアルの作成

主な研究成果

• 10地点で10物質を対象に実態調査を
３年間継続実施してデータ蓄積。

• 煙源距離や方位、季節ごとの風向に
よる濃度差から排出源影響を分類。

• ８地点、８物質についてケーススタディ
による精度検証を実施。

大気環境実態調査による検証事例の蓄積

• 事業者や専門家の意見をフィードバッ
クしながら、 Microsoft Excelを用いた
入力７項目の簡易推計ツールを開発。

簡易濃度推計ツールの入出力画面

• 高度な解析技能を有しない利用者に
もわかりやすいマニュアルを提供。

• 使いやすい実践的ツールとして提供。

簡易濃度推計ツールのマニュアル
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５－１ 成果の概要
【サブ2-3】 行政が実施する環境改善の状況把握を支援するためのデータベースの開発

(1)排出量と大気濃度を用い
た地域環境改善の検証

(2)モニタリングデータの
収集方法の検討

(3)バックグラウンド濃度補正

主な研究成果

 排出量データと大気濃度との検証を行うとともに、効率的モニタリング手法を開発。

研究目標①

PRTRデータ、100成分以上のVOCの環境モニタリングデータの双方を用いた効率的な地域リス
クの評価手法や地域環境改善の検証、リスク評価のためのモニタリング手法の検討を行う。

トリクロロエチレン
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• 大気濃度の推計値と実測値の比較、
排出量と大気濃度の経年変化を比較
し、排出量削減による環境濃度低減
効果を検証。

• 届出外推計の課題や環境改善要因の
把握を示唆する情報を提示。

排出量と大気濃度からの地域環境改善の検証

• 従来法と比較して年平均値の信頼性
を損ねることのない１週間連続採取法
を開発。

１週間連続採取法の信頼性検証

• 小笠原父島において半球的バックグラ
ウンド濃度を測定し、ADMER推計値の
BG濃度補正方法を提示。

バックグラウンド濃度補正の信頼性検証
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５－１ 成果の概要
【サブ2-3】 行政が実施する環境改善の状況把握を支援するためのデータベースの開発

(1)地域環境改善状況の
データベース開発

(2) 地域リスク評価ツール開発 (3) 地域環境リスクの可視化
（リスク評価ツールの利用事例）

主な研究成果

 PRTRデータを活用した、排出抑制による地域環境の保全・改善状況を把握するため
のツールを提供。

研究目標②

行政がPRTRデータを活用して適切に環境改善状況を把握する手法を確立し、地域の実情に合
わせたリスク評価と施策立案に活用できるデータベースを構築する。なお、対象物質200～300 

物質、測定地点６ヶ所、１週間捕集×年４回を目標にモニタリングを実施する。

東京都におけるPRTR物質別のリスクレベル概況
年度 2018 可住地面積（政府統計）（km2） 1,406 単位グリット面積 (km2) 1 ↓1つ目の実測地点との

届出 届出外 合計（大気
排出） ①最小値 ②算術平

均値 ③最大値

1 亜鉛の水溶性化合物 8 1 9 0.0061 0
2 アクリルアミド 0 25 25 0.0177 0.0E+00 2.8E-06 6.2E-05 2.8E-06 2.8E-05
4 アクリル酸及びその水溶性塩 0 379 379 0.2696 0.0E+00

PRTR政
令番号 物質名称

PRTR排出量（kg） 単位グリット当
たりの平均排
出量 (kg)

ハザード
比

ADMER推計値（µg/m3） ④バックグラウ
ンド濃度(µ

g/m3)

⑤大気中推計
濃度(②＋④)
（µg/m3）

⑤vs実測
の誤差

リス
レベ

東京都内の3次メッシュ別リスクレベル
排出年度： 2018 対象物質： アクリロニトリル バックグラウンド濃度： 0.04560032 µg/m

PRTR物質番号： 9 管理濃度： 2 µg/m3

No 都道府
県No

都道府
県名

市区町村
コード 市区町村名 合計 届出排出

量
届出外排

出量
ADMER推計

値
バックグラウン
ド補正値 実測値 ハザ

1 13 東京都 13101 千代田区 53394529 1.51124 0 1.51124 0.00808 0.05368032 -
2 13 東京都 13101 千代田区 53394622 2.959505 0 2.959505 0.00903 0.05463032 -
3 13 東京都 13101 千代田区 53394518 0.3466736 0 0.3466736 0.00776 0.05336032 -

東京都 千代 区

市区町村 大気への排出量 （kg/年） 大気中濃度（µg/m3） AD
メッシュコード

PRTR物質番号を入力・変

更後に押下

東京都内の市区町村別リスクレベル
年度： 2018 管理濃度： 2 µg/m3 有害性レベル：

PRTR番号： 9 バックグラウンド濃度： 0.0456003 µg/m3

対象物質： アクリロニトリル

No 都道府
県コード

都道府県
名

自治体
コード 自治体名 届出 届出外 合計（大気

排出）

自治体の可
住地面積
(km2)

単位グリッ
ト面積
(km2)

単位面積当た
り平均排出量
(kg/km2)

最小値

1 13 東京都 13101 千代田区 0 62 62 11.7 1 5.3 5.2E-01
2 13 東京都 13102 中央区 0 69 69 10.2 1 6.8 5.4E-01
3 13 東京都 13103 港区 0 98 98 20.4 1 4.8 5.6E-01
4 13 東京都 13104 新宿区 0 187 187 18 2 1 10 5 7E 01

市区町村 PRTR排出量（kg） グリッドあたり排出量

• 物質毎、区市町村毎、３次メッシュ毎
のリスク評価ツールを開発。

• 他自治体におけるDB構築に活用可能。

地域リスク評価ツールの表示画面例

(測定局情報 )

(衛星画像)

• 専用ソフトウエアを保有せずに容易に
扱えるGISツールを開発。

地域環境リスクのGISでの可視化

物質名 PRTR政令
番号

大田区東
糀谷

東京都環
境科学研
究所

京葉道路
亀戸

狛江市中
和泉

多摩市愛
宕

甲州街道
国立 都内平均

アクリロニトリル 1-009
1 . 9 E - 0 1 9 . 2 E - 0 2 7 . 2 E - 0 2 7 . 4 E - 0 2 3 . 2 E - 0 2 3 . 7 E - 0 2 8 . 3 E - 0 2

アクロレイン 1-010
4 . 8 E - 0 1 4 . 8 E - 0 1

アセトアルデヒド 1-012
1 . 6 E - 0 2 1 . 3 E - 0 2 1 . 4 E - 0 2 2 . 0 E - 0 2 1 . 0 E - 0 2 1 . 1 E - 0 2 1 . 4 E - 0 2

アセナフテン 1-015
アニリン 1-018

8 . 8 E - 0 6 8 . 8 E - 0 6 8 . 8 E - 0 6 6 . 6 E - 0 6 8 . 8 E - 0 6 8 . 8 E - 0 6 8 . 4 E - 0 6

アンチモン及びその化合物; Sb 1-031
8 . 5 E - 0 3 7 . 7 E - 0 3 1 . 1 E - 0 2 6 . 0 E - 0 3 6 . 2 E - 0 3 1 . 3 E - 0 2 8 . 7 E - 0 3

アントラセン 1-032
イソブチル, n-ブチルアルデヒド (合計値) 1-035
2-メチル-1,3-ブタジエン（イソプレン） 1-036

4 . 1 E - 0 3 3 . 5 E - 0 3 3 . 9 E - 0 3 7 . 2 E - 0 3 2 . 5 E - 0 2 4 . 9 E - 0 3 8 . 2 E - 0 3

エチルベンゼン 1-053
5 . 0 E - 0 5 3 . 2 E - 0 5 4 . 1 E - 0 5 3 . 4 E - 0 5 2 . 5 E - 0 5 2 . 9 E - 0 5 3 . 5 E - 0 5

酸化エチレン 1-056
6 . 9 E - 0 1 9 . 0 E - 0 1 8 . 3 E - 0 1 5 . 1 E - 0 1 5 . 4 E - 0 1 5 . 9 E - 0 1 6 . 8 E - 0 1

エピクロロヒドリン 1-065
7 . 5 E - 0 5 3 . 8 E - 0 5 7 . 5 E - 0 5 3 . 8 E - 0 5 7 . 5 E - 0 5 7 . 5 E - 0 5 6 . 3 E - 0 5

酸化プロピレン 1-068
2 . 2 E - 0 2 2 . 3 E - 0 2 1 . 8 E - 0 2 1 . 5 E - 0 2 1 . 5 E - 0 2 2 . 2 E - 0 2 1 . 9 E - 0 2

カドミウム及びその化合物; Cd 1-075
3 . 8 E - 0 2 4 . 0 E - 0 2 5 . 0 E - 0 2 2 . 5 E - 0 2 2 . 1 E - 0 2 2 . 4 E - 0 2 3 . 3 E - 0 2

キシレン（合計） 1-080
1 . 8 E - 0 3 1 . 1 E - 0 3 1 . 5 E - 0 3 1 . 4 E - 0 3 7 . 9 E - 0 4 1 . 1 E - 0 3 1 . 3 E - 0 3

イソプロピルベンゼン（クメン） 1-083
4 . 5 E - 0 4 3 . 2 E - 0 4 2 . 9 E - 0 4 3 . 3 E - 0 4 1 . 9 E - 0 4 2 . 4 E - 0 4 3 . 0 E - 0 4

クロム及び3価クロム化合物; Cr 1-087
3 . 5 E - 0 3 1 . 9 E - 0 3 2 . 3 E - 0 3 9 . 5 E - 0 4 8 . 5 E - 0 4 1 . 2 E - 0 3 1 . 8 E - 0 3

塩化ビニル 1-094
7 . 8 E - 0 3 1 . 1 E - 0 2 1 . 2 E - 0 2 5 . 9 E - 0 3 1 . 8 E - 0 3 1 . 5 E - 0 3 6 . 6 E - 0 3

HCFC-142b 1-103
2 . 3 E - 0 6 2 . 5 E - 0 6 2 . 2 E - 0 6 2 . 3 E - 0 6 2 . 2 E - 0 6 2 . 2 E - 0 6 2 . 3 E - 0 6

 
 

• 開発した効率的な手法を用いてモニタ
リングを実施し、排出量データおよびリ
スク評価結果とともにデータベース化。

都内大気のリスク推定例
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テーマ1 PRTRデータを活用した
化学物質の排出管理手法の構築

テーマ2 PRTR制度における排出源管理及び
環境改善把握の支援ツールの開発

サブテーマ 2-1
簡易排出管理手法の基本設計および
分析データバンク作成の要素技術開発

サブテーマ 2-2
事業者の自主管理を支援する
ための実践的ツールの開発

サブテーマ 2-3
行政の環境改善把握

を支援するための
データベースの開発

サブテーマ 1-2
排出量への寄与が大きい業種に
おける排出量推定手法の高度化

課題全体での成果取りまとめ

PRTRデータの正確性、

捕捉範囲の理解と向
上のために参照する
情報基盤の提供

届出データの
分析、評価
結果の共有

実測による検証、
推計高度化の
結果反映

モデル計算へ
の実測データ
の入力

サブテーマ 1-1
PRTRデータを活用した物質フロー・
排出インベントリの把握手法の開発

PRTRデータの評価・検証データ（モニタリン

グデータ・モデル計算結果）の蓄積と共有、
一斉分析法の活用

簡易推計
要素技術 一斉分析

要素技術

地域環境
データ

事業所周辺
環境データ

排出実態等の
知見共有

各主体（国、事業者、地方自治体）でのPRTRデータ活用に合わせた成果の提供
（技術資料、ツール・マニュアルの提供準備）

国 地方自治体事業者

基盤情報としてのPRTRデータ利用方法（留意事項）

PRTRデータの評価結果、
正確性向上方法

PRTRデータを用いたリスク評価・
目標設定方法と支援ツール

PRTRデータを用いた地域のモニタリ
ング、リスク評価方法と支援ツール
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＜行政等が既に活用した成果＞

• 届出データの算出方法実態の調査結果、調査票様式の提供

 算出マニュアルの改訂を含む届出データの正確性向上の検討の参考

 事業者ヒアリングの対象抽出、調整に活用

• 化管法に係る各種検討会への参画、研究成果をふまえた助言（研究代表者、
テーマリーダー）

 次回化管法見直しに向けたロードマップ作成に貢献（制度、対象物質選定、排出係数）

• 化学物質アドバイザーへの講習で成果紹介（環境省依頼、2022年2月）

 届出データの正確性（テーマ1）、簡易な環境リスクアセスメントシートと化管法対象物
質の包括一斉分析法（テーマ2）の成果を解説

 適切な届出、「質」をふまえたデータ活用、事業者のリスク評価支援についての知識向
上に貢献。答申で課題に挙げられた化学物質アドバイザーの活用による適切な届出
の励行の促進につながる。

５－２ 環境政策等への貢献



５－２ 環境政策等への貢献

＜行政等が活用することが見込まれる成果＞

①排出量等の把握・推計手法の改善における活用

 算出マニュアルや排出係数、推計方法の改善に貢献（サブ1-1：届出データ、すそ切り以下排出量の
評価、サブ1-2：下水処理施設に係る排出量推計の検証） ⇒ ③の入力データの理解、改善のため
の情報としても活用

 PRTRデータの捕捉範囲向上の効率的な検討に貢献（サブ1-1：PRTRデータの捕捉範囲評価） ⇒ ④
の政策立案でも参照可能

②廃棄物としての移動量の管理とリスク評価における廃棄段階の考慮への貢献

 実態が不明な廃棄物の処理・再生利用における環境排出等把握に貢献（サブ1-1：フロー推計手法）

 行政報告データの有用性向上に貢献（サブ1-1：PRTRと廃棄物行政報告データの整合性）

③事業者による自主管理推進の支援

 事業者によるリスク評価の現実的な実施、実践的なリスク管理を支援（サブ2-1：アセスメントシート、
サブ2-2：簡易濃度推計ツール、マニュアル）

④自主管理のフォローアップの支援

 効率的・効果的なモニタリングのデータ充実と計画策定に活用（サブ2-1：一斉分析法、サブ2-3：モニタ
リング手法） ⇒ ①の参照データの効率的な蓄積としても貢献

 行政による地域の管理政策立案に活用、他の地方自治体への展開も可能（サブ2-3：データベース）

答申で挙げられている課題の全体をカバーし、PRTRデータの活用と化管法の見直しを効率
的・効果的に進めるための知見として、PRTR制度・データの有用性向上への貢献が期待

20
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• その他誌上発表 9報

• 口頭発表（発表予定含む） 68件

• 「国民との科学・技術対話」の実施 22件

 SII-4一般公開セミナーの主催、研究成果報告動画配信、他

• 本研究に関連する受賞 5件

６．研究成果の発表状況（2022.7.28時点）
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